
　早いもので今年も 3 月に入りました．この 1 年，病院な
らびに検査室では新型コロナウイルス対策，PCR 検査体
制の構築に奔走してきました．現在も全く収束する気配は
ありませんが，医療従事者に対するワクチンの先行接種が
始まりました．ようやく一陽来復の兆しとなるのでしょうか．
NEJM 誌や Lancet 誌にはその有効性を示唆する結果が発
表されていますが，私は未知数の部分大と感じています．
皆さまはどのように感じていますでしょうか．
　さて，本誌 5 月号です．「病気のはなし」感染性心内膜
炎では，その病因・病態・臨床症状・診断基準・治療につ
いて，広く学ぶことができました．また，予防においては
口腔内衛生環境維持の重要性を知り，今月のピックアップ
としました．「疾患と検査値の推移」ネフローゼ症候群におけ
る診断基準・検査値は技師として押さえておきたい重要な
知識です．「技術講座」では微生物検査の基本であるグラム
染色，接合菌の鑑別法が取り上げられています．血液検査
領域では悪性リンパ腫における FCM 解析が，熟練技師を
満足させる内容となっています．「トピックス」5-アミノレ
ブリン酸蛍光染色は細胞診への応用として有用な技術と認
識しました．「臨床検査のピットフォール」血清 Ca の役割
とその変動，「読者質問箱」小児のスパイロメトリーを適
切に行う方法は日常の臨床検査業務において大変役立つ内
容です．「臨床医からの質問に答える」，「ワンポイントア
ドバイス」，「オピニオン」も言及するに及びません．皆さ
まにはぜひお役立ていただきたいと思います．�（横田浩充）
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あ と が き

編集室より
　父が今年の 3 月で定年退職を迎えました．私にとって
は“父＝働いている”存在だったので，もう定年を迎え
るような年齢になったのだと思うと，なんだか不思議な
気持ちですが，自分が働くようになってみて，40 年近
く働き続け家族を支えてくれた父をあらためて尊敬する
ようになりました．普段はあまり伝えることができない
ので，次に会ったときにはきちんと感謝の気持ちを伝え
たいと思う今日この頃です．� （K）
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